
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月は別名「水無月」と言いますが、「水

の無い月」と書くなんて、6月にはふさわ

しくないように思いますよね。この「無」

には、「の」と言う意味もあるそうです。

水無月と呼ばれる旧暦の 6月は、今でいう

と丁度梅雨明けの頃。田植えの時期に当た

り、水に縁があるので 

「水の月」＝「水無月」 

となったそうです。 

 

離婚後の養育費は、子育てにおいてと

ても重要な問題です。では、養育費をき

ちんと受け取っている母子家庭はどのく

らいいるのでしょうか？ 

 

１ 24.3％ 

２ 34.3％ 

３ 44.3％ 

 

 

（答えは裏面にあります！） 

 

 

 

2020年 4月より私立高校も含めた授業料無償化が行われています。また東京都は、国

の支援に加えて更に手厚い支援を実施。支援額は世帯年収により異なります。モデル世

帯（両親・高校生・中学生の 4人家族で、両親の一方が働いている場合）で見てみまし

ょう。 

【国の制度】 

公立）・世帯年収 910万円未満の場合、年額 11万 8800円まで支援 

私立）・世帯年収 590万円未満の場合、年額 39万 6000円まで支援 

・通信制の私立校は年額 29万 7000円まで支援 

・世帯年収 590万円～910万円未満は年額 11万 8800円を支援 

【東京都独自制度】 

・年収 910万円未満の世帯まで授業料が実質無料 

・支援額は都内私立校の授業料平均額（46万 1000円）が上限 

・23歳未満の子が 3人以上いる場合は、世帯年収にかかわらず、公立高校の授業

料の半額相当額（上限 5万 9400円）を支援 

これらの支援金は高校入学後の申請となります。申請しなければ受給できません。現

時点では入金までかなり時間がかかっているようです。一旦自己負担をするので、それ

なりの準備は必要です。また、東京都のように、各自治体で独自の支援制度を設けてい

るところもあります。まずはお住まいの自治体で最新情報を確認してみましょう。 

 

 

 

高校無償化について確認しよう！注意点は？ 

2021年 

6月号 

かまくらＦＰ通信 

 
〜気軽に読めて役に立つ 

マネー情報をお届けします！〜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正解：１ 

 

厚生労働省の調査によると、離婚後、

実際に養育費を受け取っている母子家庭

は 24.3％。母子家庭の半数が養育費等の

取り決めを行っていません。離婚前にし

っかりと決めておくことが大切です。自

治体では相談や公正証書作成費用の助成

をしているところもあります。まずは相

談してみるのも良いかもしれませんね。 

 

日本の少子高齢化、そして人口減少が問題視されて久しいですが、今後、日本の人口は

どのように推移していくのでしょうか？ いつ頃、1億人を割ってしまうのでしょうか？ 

現在の日本の人口は約 1億 2541万人（2021年 4月推計値、総務省）。最も多い時は、2008

年の 1 億 2808 万人でした。3 年間で約 260 万人減少していることになります。今のままで

いくと、2048年には 1億人を割り、2060年には 8674万人になると予想されています。 

あと 40年足らず 

で 3割強の人口 

がいなくなると 

いうことです。 

この流れを大き 

く変えることは 

難しいでしょう。 

これらを踏まえ 

つつ、将来の生 

活設計を考えて 

いく必要があり 

ますね。 

 

 

なかなか旅行に行けないので、鎌倉の事務所 

の通勤路になっている大巧寺の小径で薄紫

に咲きそろったアガパンサスを楽しんでい

ます。奥に咲いている白い花は浜木綿です。 

 逗子海岸は７月１６日の海開きに備えて 

海の家の建設が始まって 

います。花火大会は残念 

ながら中止ですが、孫と 

一緒に浅瀬で水遊びをし 

たり、家の庭先で小さな 

花火をするのが今からと 

ても楽しみです(^^)♡♡♡ 

日本の人口、今後どうなるの？どのくらいまで減少するの？ 
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人口推移（年代別）

19歳以下人口 20～64歳人口 65～74歳人口 75歳以上人口

出典：内閣府「将来推計人口でみる 50年後の日本」 
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お問い合わせは 0467-22-5200 まで！ 

E-mail  : hirota@keiyucorp.com 

 


